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38. D華全摘街を施行した捧頭部蓮の 1倒
軍司祥雄，接窪宥Bt"林良輔
〈塩谷病院)
捧全措 (TP) は，本邦では1949年の本庄の報告以来 
200伊jを超えている。持;こ近年捧癌に対する中長治性を高
めるためつまり残捧再発及び十分なリンパ節廓清の面か
ら PDに変え TPを推楽する報告が多くなっている。
症弼は43議会，拡張尾{員1醇管内に freefloating Cancer 
Cellを見出し捧被膜浸潤なく 3 x3cm大の癌腫で， 7 
cmの門照合併切除を含む TPを強行した。術後持続動
注免疫生学療法を施行し，術後管理も長女子に行う事が出
来たので報告した。 
39.持続動注免疫化学寮法により著明な改善をみせ
た乳癌膏転移の 1偶
小林進，小沢弘信，鈴木昭一
円山正博 〈沼津市立)
骨転移を律う進行乳癌に対し，止車を吾的として単純
乳房切断術を諸行。同時に動注用カテーテノレを鎖骨下動
脈へ揮入。以後，レンチナンの持続註入。 MMC，ADR 
の需歌投与を工年に及ぶ長期投与を行ない，骨転移の改
善がみられ癌腫を残す手術であったが局所再発のみられ
ない著効例を経験したので報告した。 
40.幹迷切衝の衝後遠寵成績
大矢和党，Lζ田和後(広田胃腸病院〉
当践では幹迷切を十二指腸讃蕩の基本衛式として全伊i 
iこ諸行し良好な成績を得ているが，今回捕後下痢，ダン
ピング諜症状iこっきアンケート，面接，外来病歴諦査を
行なったところ下痢は18-10%，ダンピングは18-3弘
で下痢とダンピングに棺関を認め，この程度の術後合許
症は幹迷切の利点を考えれば容認されるものと考える。 
41.当読における肝内結石症の検討
武藤護彦，大酉盛光，関幸雄
中村宏，丸山達輿 (}I鉄病院) 
S54. 4から S56. 11までJこ22到の本症を経験した。
男 9例，女13倒で主訴は腹痛が86.4%と最も多く，病a諮
期需は 1年以上が47.6%であった。 E旦管像は無狭窄型が 
56.3%，月干内狭窄型が37.5%で退読詩遺残結石は 6{7uで
あった。また街中 5担jに拡張した左肝内陸管を肝床部
より重接切開し，砕石f露出を施行し良好な成績を得てい
る。 
42. 胃癌衝前 OMF察法
向井稔， 131甫利明，山崎義和
並木正一 (国保成東) 
OK-432の癌巣周辺分注と， M羽C及び， 5-Fu斉jを
併用した OMF療法を， 胃癌の新しい街前療法として
撞行し，その肉較的効果と組織学的効果を比較検討し
た。肉眼前効果では，有効が36%に，やや有効が57%に
認められ，組織学的効果の有効率は， 87弘で， OMF療
法は，すぐれた衛前療法といえる。 
43.小克の下部金道話約機構の検討
飯野正敏，高橋英世(千大・小児夕日
境内部異常疾患である溢乳群10例に，食道内圧測定に
よる LES圧，及び24時馬食道内 Pヨ瀦定による Refl-
ux Scoreを，豆常倒11伊jと比較した。盗乳群は， LES 
圧は低く， PH測定によるまefluxScoreは高く，いず
れも正常群と比較して有意差を露めた。噴門機能に対す
る検査として，食道内圧、誤IJ定，及び食道内 PH測定は有
用である。 
4.急性肝不全ラットに対する各種治療とその作用機 
j亨について
国煩陽一郎 〈放医研〉
小高道夫，平沢博之，佐藤博
〈千大〉 
Gal-N注入急性肝不全ラットへの charcoalhemoper-
fusion (CH)は， insulin，glucagon，BCAA，blood ex-
chage等に比して，有意に生存時間，生存率を高めた。
作用機序の一端としては，中分子量物費除去以外に，昏
睡増悪iこ伴なう好核酸 (DNA)量の減少を CHにより
睦止している事等が考えられた。 
45. 当センターにおける警移植倒の検討
鈴木盛一，宮島哲畠，雨宮浩
〈国立指環器病センター)
昭和53年工0見より 56年12月まで，死体腎8例と生体腎 
2{婦の移植が行われた。成績はA， B macth倒では全
て良好， D，E matchでも移植前輪車蜜のある併は良
好で，輸血が成績向上に有効と思われた。摘出腎は，保
存装置iこ残せ viabilityを、潟定している。術後腎機能回復
の指壌に，拒絶反応の診断と経迫観察iこ超音読血流澱定
をf芽用している。
